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本事業のポイント 

１．巡回集荷は年度内に２回実施 

■巡回集荷①：２０１６年７月２０日～８月３１日 

■巡回集荷②：２０１７年２月 １ 日～２月２８日 

→ それぞれの集荷期間は約１か月間 

 

２．買取単価は各巡回集荷時期の直前に提示 

■巡回集荷①の単価：２０１６年７月１１日までに提示 

■巡回集荷②の単価：２０１７年１月２３日までに提示 
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本事業のポイント 

※買取単価直前提示の理由※ 
 

現時点（集荷時期から離れた時期）で買取単価を出すと、リスクを大きく 

考慮した数字（低価格）になってしまう。集荷時期に近ければ近いほど、 

よい数字が提示できる。 

 

→ 具体的に、「買取価格を相場によって変動させることはできないか」 

  「下値を設定して上に上がっていく方式を取れないか」といった提案 

  も行いましたが、市場が暴落 した場合の受入側のインパクトが大き 

  すぎるために下値だけを固定で設定することはできないという理由や 

  集荷時期の微妙なズレで買取価格が変動するため会員間で不平等 

  が発生するといった理由から、これまでと同様、買取価格は固定する 

  形で進めることとなりました。  

 
→ 回収量が多いと価格交渉がしやすいので、ご協力をお願いします。 
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本事業のポイント 

３．出荷時期は各事業所で判断 

■集荷時期の直前に提示される買取単価を確認して 

  出荷するか否かを各事業所で判断 

■７～８月もしくは２月にまとめて出荷 

  ７～８月と２月、両方それぞれに出荷 
 

４．出荷の判断はアサヒプリテックから確認 

■各集荷時期に合わせてアサヒプリテックがＥＬＶ機構 

  会員事業所すべてに連絡し、出荷するか否か確認 

 （出荷する場合はそのまま集荷時期の設定へ） 
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どちらの 

パターンでも可 



回収対象物品 

■対象物品 

（１） コンピューター基板 
■エンジンコンピューター基板（ＥＧ/ＣＰ基板） 

■エアバッグコンピューター基板 （ＡＢ/ＣＰ基板） 
 

（２） エアバッグカプラー 
 

（３） センサー類 
■Ｏ２センサー   ■Ａ/Ｆセンサー 

 

 抽出が見込める貴金属類 
 

金（Ａｕ） 銀（Ａｇ） 銅（Ｃｕ） プラチナ（Ｐｔ） パラジウム（Ｐｄ） 
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※ 基板のみの状態 



回収対象物品 

■荷姿 

 段ボールでもフレコンバッグでも可。 

 それぞれの回収物品は分けて梱包。 

・・・・・・例えば、エアバッグカプラーとセンサー類を 

一緒の段ボールに入れるのはＮＧ。 

 出来る限り、１品目につき１梱包。 

・・・・・・例えば、コンピューター基板を段ボール３つに 

分けるよりフレコンバッグ１つにする方がよい。 
 

※ 手で運べないような大きな荷物の場合は、積み込みの 

  お手伝いをお願いします。 
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回収対象物品の詳細 

１．コンピューター基板 

■手順 

（１） 二次分別を行う。 

 

 
 

（２） 基板だけの状態にした物品をまとめる。 

二次分別 

解体工程で取り外した部品（一次分別） 

からカバーを外して基板を回収する。 

ＡＢ/ＣＰ基板 ＥＧ/ＣＰ基板 

ＥＧ/ＣＰ基板・ＡＢ/ＣＰ基板は 

すべてＣＰ基板として一緒に 

まとめて、段ボールなどに 

梱包する。 
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回収対象物品の詳細 

１．コンピューター基板 

■注意事項 

 基板にアルミ板や鉄板等が付いている場合、 

以下のどちらかの対応をとる。 
 

① アルミ板や鉄板等を取り外す 

② アルミ板や鉄板等が元々付いて 

  いない基板と分けて出荷する 

 

［ 例：アルミ板が付いている基板 ］ 

※ アルミ板や鉄板等が付いていない基板と 
    付いている基板とでは単価が異なる。 
   （アルミ無 ＞ アルミ有） 
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回収対象物品の詳細 

１．コンピューター基板 

■注意事項 

 

 カプラーは取り外しても付けたままにしても、 

どちらでもよい。 

 

 カプラーを付けたままにする場合は、必ず 

ワイヤーを１ｃｍ前後で切断する。 
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回収対象物品の詳細 

２．エアバッグカプラー 

■対象 

 エアバッグカプラー（ＡＢカプラー） 
 

■ポイント 

 「オスだけ」「メスだけ」でもＯＫ。 

 ワイヤーは極力、短くカットする。 

×悪い例 

  このように 

  長いのはＮＧ。 

○良い例 

  このように 

  短いのはＯＫ。 

１台からできる限り回収 

↓ 
運転席・助手席以外の 

ＡＢからも回収ＯＫ 
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回収対象物品の詳細 

３．センサー類（Ｏ２・ＡＦ） 

■対象 

 Ｏ２センサー 

 ＡＦセンサー 

Ｏ２センサー ＡＦセンサー 

これら以外のセンサー 

（排気温センサーなど）は 

対象外なので注意！ 

排気温センサー 
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回収対象物品の詳細 

３．センサー類（Ｏ２・ＡＦ） 

■ポイント 

 原則として１台からＯ２センサーとＡＦセンサー 

両方を回収する。 

→ 片方しかない場合、片方のみ回収する。 

 ワイヤーは極力、短くカットする。 

×悪い例 

  ワイヤーが長いのはＮＧ。 

  極力、短くカットすること。 

11 



経費・対価 

■成果物対価 

 アサヒプリテックより検収重量にもとづいて 

お支払い 

→ 巡回集荷後、１週間以内に各事業所に振り込み。 

  （振込先＝巡回集荷時にアサヒプリテックが確認） 

  （振込手数料＝アサヒプリテック負担） 

→ 検収重量は０．５ｋｇ単位での取引となる。 
 

■回収作業費・梱包材料費 

 支給なし 

買取単価は各巡回集荷時期の直前に提示（詳細はＰ３参照） 
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★団体にまとめて振り込む形や   

  現金での支払いも対応可能。 



以上、説明終了です。 


